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PLP は溶媒により，ペプチド結合に関し αーC がシスで右巻きの I 型ヘリックスか， トランスで左







出来ることをクロロホノレムなどへの溶解度から知った。 この溶媒中でプロリンと rBLG とのコポリ
マーを合成したところやはり真のコポリマーが出来る乙とが， 溶解度および 1 ， 2 ージクロエタン
(EDC) 中での旋光度からわかった。
















量が55%までのコポリマーは PLGA と同じく pH 変化により形が変ることがわかった。しかし，そ






コラーゲンはその全アミノ酸中の約 2/9 をプロリンが，また 1/3 をグリシンが占める特異な構造の
蛋白質で，その分子の構造はポリーLープロリンの E に似て，左まきのらせんであるといわれている。







組成比がプロリンと r-ベンジノレグノレタメート CrBLG) の 3:1 ， 1:1 ， 1:3 のものについて
エチレンジクロリド， ffi- クレゾーノレ，ジクロノレ酢酸にとかした溶液の旋光分散， およびそれらの溶
液から作った膜の赤外吸収の測定から，その構造を推定した。その結果，構造は溶媒とプロリン含量












坂井君にはこのほか (Pro-Pro-Gly) n のコラーゲンモデノレに関する研究もあり， 理学博士の学位
論文として十分価値あるものと認める。
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